
１９９０－２０００年の間に、対東アジアの定期航空便の就航便数は、関西国際空港の開港した近畿ブロックを中心に全
体として増大基調にある。ゲート施設の新たな供用に対応して、地方圏においても直行航空路の開設が進んでいる。

一方、対欧米輸送については、成田空港を中心とした大都市圏のゲートに航空路が集中している。

（出典）ＪＲ時刻表より国土交通省国土計画局作成

○１９９０－２０００年の間に新規に供用された主な空港滑走路

空港名 滑走路延長 供用開始日
（ｍ） （年/月/日）

松山 2500 1991/12/12

1993/10/292500広島

岡山 2500 1993/03/25

1996/03/282500新潟

関西 3500 1994/09/04

1998/12/032500福島

3000 1997/03/27
羽田

2500 2000/03/23

1990/03/242500

仙台

青森

3000 1998/03/26

新千歳 3000 1996/04/26

函館 2500 1999/03/25

モニタリング項目：国際交流の動向 視点：各地域の海外へのアクセシビリティーは向上しているか。

指標：国際定期便就航便数

地域ブロック別空港定期便就航便数（対アジア）
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（
便
／
週
）

東南アジア

中国（香港除）

香港

台湾

韓国

地域ブロック別空港定期便就航便数（対欧米）
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（出典）数字で見る航空2000より国土交通省
国土計画局作成
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（年）

■国土のモニタリング


